
①実線の部分を切り取る　②点線の部分を折り曲げる　③家族全員が１枚ずつもっておく

災害時ヘルプバンド

家族の防災カードを作ろう
（　　　　家）防災カード

非常時には切り取って使ってください。
このページは水巻町ホームページでも印刷できます。
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名前 年齢 連絡先 血液型
型（Ｒｈ：＋・ー）

型（Ｒｈ：＋・ー）

型（Ｒｈ：＋・ー）

型（Ｒｈ：＋・ー）

型（Ｒｈ：＋・ー）

伝えたいこと（アレルギーや薬など）

非常時に持ち出すもの リュックサックなどに入れて
最低限必要なもの 家庭の状況に応じて

財布・貴重品 例：ミルク、持病の薬など
懐中電灯（1人に1本）
スマートフォン・携帯電話
携帯電話の予備バッテリー
携帯ラジオ
非常食(軽くて調理不要なもの)
飲料水
手袋・軍手

家族・知り合いの連絡先
電話番号があれば災害伝言ダイヤルやショートメールが利用できます

名前 電話番号

家族の避難場所
集合場所はできるだけ細かく 例◯◯小学校正門前
災害の種類 家族の集合場所

地震

大雨

避難場所

使い方 ①　　　　②　　　　　③
　

災害用伝言ダイヤル（１７１）の使い方
伝言を残す（録音）

「１」を押す

「１７１」にダイヤルする

伝言を聞く（再生）

「１」を押す

「録音」する（３０秒以内）

被災地の人は自宅や携帯電話など
の電話番号を入力する

「２」を押す

「１」を押す

「再生」が始まる

伝言を聞きたい被災地の人の電話
番号を入力する

災害用伝言板の使い方
伝言を残す（登録）

「登録」を選ぶ

携帯電話・スマートフォンの公式メニューや
専用アプリから「災害用伝言板」にアクセスする

伝言を聞く（再生）

その画面で「登録」を選ぶ

伝えたい項目を選ぶ（伝えたいこと
を書き込むこともできます）

「確認」を選ぶ

その画面で「検索」を選ぶ

安否確認したい相手の携帯電話番
号を入力する
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→✂
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住んでいる地域は・・
　洪水・高潮の想定が
　（ ある　・　ない ）
　土砂災害の想定が
　（ ある　・　ない ）

コピーして家族が一枚ずつ持ちましょう


